
号

全国各脇 ナーフアー

8月 16日 ～20日 までの 5日 間十三湖にお

いて、全 日本プロウインドサーフィン選手

権大会 (ド コモ十三湖 レーシング2000)が開

催 され、全国各地のサーファーたちが十三

湖に集結。ウイン ドサーフィンによるスピ

ー ド感あふれるレースを展開 しました。

(関 連記事 4ペ ージ)

十三湖に集う

発行 青森県市浦村役場/編集・企画財政課企画広報係
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今年はオ浦|で交ガ会

百
五

十
名
が
多
加

レ

に
ぎ
や
か
に

八
月
十
二
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
　
　
し
て
、
ミ
ズ
の
つ
け
も
の
や
し
し
み

タ
ー
で
関
東
地
区
ふ
る
さ
と
市
浦
会
　
　
汁
、
し
じ
み
の
パ
タ
ー
炒
め
市
浦
特

交
流
会
が
開
か
れ
、
市
浦
会
会
員
、　
　
　
産
の
桃
太
郎
ト
マ
ト
な
ど
を
用
意
し

地
元
参
加
者
合
わ
せ
て
百
五
十
人
が
　
　
て
の
交
流
会
と
な
り
、
参
加
者
に
喜

参
加
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
れ
て
い
ま
し
た
こ

三
年
ぶ
り
の
地
元
開
催
と
な
っ
た

交
流
会
で
は
、
高
松
村
長
が
市
浦
村

の
現
状
報
告
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

含
め
会
員
に
あ
い
さ
つ
。
葛
西
孝
市

浦
会
会
長
の
お
礼
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
工
藤
村
議
会
議
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
で
は
、
少
し
で
も

ふ
る
さ
と
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
、
料
理
に
も
工
夫
を
こ
ら

交
流
会
で
は
、
同
級
生
と
の
再
会

や
な

つ
か
し
い
会
話
な
ど
で
参
加
者

の
笑

い
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
十

三
の
砂
山
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「十
三
の
砂
山
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
る

と
、　
一
緒
に
な

っ
て
踊
り
出
す
ほ
ど

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
終
始
に
ぎ
や

か
に
交
流
会
が
進
め
ら
れ
、
ふ
る
さ

と
市
浦
で
の
交
流
会
を
満
喫
し
て
い

夕
後
の
活
動
に
向
け
て

活
葬
″
Ｚ
見
ダ
裸

交
流
会
の
前
に
は
、
ふ
る
さ
と
市

浦
会
と
村
の
意
見
交
換
会
が
あ
す
な

ろ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
に
は
、
市
浦
会
か
ら

葛
西
会
長
は
じ
め
十
五
人
が
、
村
か

ら
は
高
松
村
長
ら
十
九
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
市
浦
会
側
か
ら
は
、
「市
浦

会
が
結
成
さ
れ
て
交
流
と
い
う
目
的

は
第

一
段
階
、
第
二
段
階
と
し
て
市

浦
に
な
に
か
お
返
し
で
き
る
活
動
を

展
開
す
る
た
め
に
も
、
会
員
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。」
と
、
高
松
村
長
か

ら
は

「交
流
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ

る
た
め
に
も
、
次
の
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
の
交
流
も
検
討
し
事
業
を
す

く

「
や

っ
ば

り

ふ

る

さ

と

は

い

い
ね

～

」

葛

西
会

長

⌒中

）
と

伊

南

さ

ん

（左

）

す
め
て
行
き
た
い
己
な
ど
、
今
後
の

活
動
に
向
け
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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▲同級生が集まって「かんば～ぃ」

▲市浦会の役員の方は「半天」を着用

3 広報ιタィ多

三

和

紀

巳

見

　

本
不

良

儀

一
郎

え

●
神
奈
川
県
南
足
柄
市
在
住
　
　
　
　
●
埼
玉
県
越
谷
市
在
住

よ

参ヽ
加
し
て
い
る
¨
市
浦
は
空
気

が
お

い
し
い
‐
ン、
な
ん
と
も

い
え
な

い
　
ク
、
し
振
―り
に
き
れ

い
な
星
空
を

成

田

敏

明

え

●
磯
松
出
身

●
千
葉
県
木
更
津
市
在
住

今
回
は
、
市
浦
会
の
役
員
以
外
で
、

磯
松
か
ら
唯

一
の
参
加
で
す
¨
や
は

交
流
会
に
は

一
度
も
欠
か
さ
す
参
加

た
め
に

一
生
懸
命
が
た
ば
り
ま
す

池

田

幸

子

完

●
十
三
出
身

●
東
京
都
江
東
区
在
住

野

木

定

子

え

●
脇
元
出
身

●
東
京
都
足
立
区
在
住



迪力のン~スを展
¨
陶

優
勝
賞
金
総
額
百
五
十
万
円
を
か
け

全
国
の
サ
ー
フ
ア
ー
が
市
浦
村
に

一
堂
に
集
う

郎
さ
ん
は

「市
浦
付
は
最
高
．
全
国

に
こ
ん
な
避
暑
地
が
あ

っ
た
と
は
「

ら
な
か

っ
た
　
軽
井
沢
ヒ
比

べ
て
も

市
浦
が
Ｌ

一
レ
一話
し
て
い
ま
し
た

八
月
六
日
、
十
三
小
学
校
恒
例
の

岩
木
川
下
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
¨
十

三
小
学
校
高
学
年
と
同
校
卒
業
生
の

中
　
高
校
生
の
約
二
十
名
が
参
加
し

こ
の
日
は
、
風
も
な
く
絶
好
の
ス

ポ
ー
ツ
ロ
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
．
ス

タ
ー
ト
前
に
鍋
田
元
校
長
が

「来
年

の
小
学
校
統
合
に
よ
り
今
回
の
川
下

り
は
、
最
後
の
川
下
り
で
す
［
十
三

小
学
校
で
の
最
高
の
思

い
出
を

つ
く

っ
て
下
さ

い
ｃ
」
と
激
励
。
生
徒
た

ち
は
、
保
護
者
た
ち
の
声
援
を
受
け
、

午
前
八
時
三
十
分
に
五
所
川
原
三
好

橋
か
ら
十
三
湖
を
め
ざ
し
て
ス
タ
ー

途
中
で
休
憩
や
昼
食
を
と
り
な
が

ら
の
、
川
下
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
、
最
後
ま
で
力
を
振
り

絞
り
、
だ
れ

一
人
リ
タ
イ
ア
す
る
こ

と
な
く
、
全
員
が
十
三
湖

ヘ
ゴ
ー
ル

岩
木
川
を
カ
ヌ
ー
で
下
る

十
三
小
学
校
岩
木
川
カ
ス
ー
下
り

ゴ
ー
ル
後
も
、
生
徒
た
ち
は
疲
れ

き

っ
た
表
情
も
見
せ
ず
、
晴
れ
や
か

な
笑
顔
を
し
て
い
ま
し
た
［

▲スピー ド感あふれるレースを展開



三
十
二
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

平
成
十
二
年
度
　
成

人

式

郷
土
に
拓
こ
う
わ
れ
ら
の
未
来
を
テ
ー
マ
に
、
八
月
十
四
日
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
セ
ン
タ
！
を
会
場
に
、
平
成
十
二
年
度
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
人
式
に
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
四
月

一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
対
象
者
五
十
名
の
う
ち
三
十
二
名
の
新
成
人
が
出

席
し
、
級
友
と
の
再
会
を
喜
び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
本
付
教
育
長
が

「
二

十
世
紀
最
後
の
成
人
と
な
ら
れ
る
皆

様
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
　
決
意
を
新

た
に
し
て
が
ん
ば

っ
て
下
さ

い
¨
」

と
式
辞
．
高
松
村
長
が

「
二
十
世
紀

最
後
の
新
成
人
と
な
る
皆
さ
ん
は
、

言
い
替
え
る
と
二
―

一
世
紀
を
担
う

世
代
で
も
あ
る
¨
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
下
さ

い
ご

と
祝
辞
を
述

べ
ま

引
き
続
き
新
成
人
を
代
表
し
て
、

吉
田
咲
子
さ
ん
が

「大
人
の
自
覚
を

持
ち
地
域
社
会

に
貢
献
し
ま
す

ご

と

一十
歳
の
区
切
り
と
し
て
の
誓

い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た

．

そ
の
後
、
新
成
人
た
ち
は
、
中
学

校
時
代
の
恩
師
だ

っ
た
、
本
村
善

一

先
生
と
、
館
山
豊
先
生
と
の

「
恩
師

と
語
る
つ
ど

い
」
を

フ
リ
ー
ト
ー
ク

で
行

い
、
今
だ
か
ら
言
え
る
中
学
時

代
の
失
敗
談
や
将
来
の
夢
、
近
況
報

告
な
ど
を
恩
師
と
語
り
合

い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た

．

5 A18ι チろ

籠
國

目

ｒ

吉

田

咲

子

さ
全

相
日

弘
前
東
北
女
子
大
学
三
年
生

二
十
八
年
前
、現
在
の
校
舎
に
引
っ
越
し
　
　
れ』
´
レろ
夢
魏
『臨
≒
軒

思

い

中
嵐
Ｆ
つ
姜
い
っ
十
蘇
」
全
口
に

自蓼
後

の

登

校
一　
　
　
“
一
¨

つ 卒
畔
」
御
Ｆ
嘲
¨

一 出
い
嫌
嗜

～
脇
元
小
学
校

昭
和
五
十
二
年
度
卒
業
生
～
　

　

し
ふ́
ま
し
た

○
今
し
た
い
こ
と

（欲
し
い
も
の
）

○
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は

○
最
後
に
成
人
式
を
区
切
り
に
ど
ん



剛ιチろ 61

実 績

新
や
ま
な
み
号
運
行
終
了

期
間
中
の
乗
客
数
は
四
百
四
十

一
人

今

年

も

盛

況

安
藤
の
里
め
ぐ
り
定
期
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

ノ
ン
ベ
ー
ズ
十
八
年
ぶ
り
の
優
勝

第
二
十
回

夕
焼
け
野
球
大
会

タ
ー
ズ
ガ
イ
ド
」
（十
八
人
）
の
方
が

て
事
前
研
修
を
受
け
、
案
内
の
コ
ツ

や
注
意
点
な
ど
、
ガ
ィ
ド
に
関
す
る

知
識
を
学
び
ま
し
た
。

宮
城
県
仙
台
市
か
ら
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
丹
羽
淳
二
さ
ん
は
、
「
前
潟

の
港
湾
施
設
が
ど
こ
か
知
り
た
く
て

当
が

つ
い
た
。
こ
れ
も
バ
ス
ツ
ア
ー

新 や ま な み 号 乗 車

チ ー ム 名  勝 敗

優 勝 ノ ン ベ ー ズ 72

準優勝  商 工 会 青 年 部  54

第31立  ギ ャ ン ブ ラ ー 54
第4位  スネークドラゴンズ 1 8

の
方
の
お
か
げ
」
と
感
謝
し
て
い
ま

六
月
ノし
日
か

り
摯
戦
を
繰

ｔ，
‐ｆｌ
け

て
き
た
ク
焼
け
野
球
大
会
め
今
年
魔

の
全
日
程
が
終
Ｆ
Ｉ
ま́
し
た

今
年
の
夕
焼
け
野
球
た
会
に
は
付

録
『
好

フ
レ
ー
や
珍

フ
レ
ー
が
続
出

す
る
接
戦
の
試
合
展
開
が
多

い
中
、

開
幕
か
ら
投
打
が
か
ム
あ

い
、
連
勝

の
快
進
撃
を
続
け
た

ノ
ン

ベ
ー
ズ

（岡
本
隆
雄
監
督
）が
昭
和
五
十
Ｌ
年

以
来
十
八
年
ぶ
り
■
回
日
の
優
勝
を

な
お
、
大
会

の
成
績
と
各
個
人
賞

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
‐

◎
個
人
賞

最
優
秀
監
督
賞
　
岡
本
　
隆
雄

一
ノ
）

最
優
秀
選
手
賞
　
奈
良
　
睦
英

（
ノ
）

最
優
秀
投
手
賞
　
Ｆ
予
谷
　
勇

一
ノ
）

敢

　

闘

　

賞
　
工
藤
　
英
仁

（商
）

優

秀

選

手

賞

長
利

豪
美

ラ

一

ク
　

　

　

三
浦
　
恭
武

（
ス
）

″
　

　

　

白
川
　
康
史

（ギ
）

″
　
　
　
　
米
谷
　
了
治

（ギ
）

″
　
　
　
　
三
和
　
大
純

（
ス
）

″
　
　
　
　
工
藤
　
健
生

（
ス
）

年  度 運 行 日 数 乗 車 人 数
1便当りの

乗 車 人 数

平成H年度

平成12年 度

‐458



手
作
り
の
夜
店
で
暑
さ
を
吹
っ
と
ば
せ

ア
ト
ム
保
育
園
で
夕
涼
み
会

ア
ト
ム
保
育
園
で
七
月
二
十
日
夕
　

　

踊
り
を
披
露
．
そ
の
後
夜
店
で
買

い

涼
み
会
が
開
か
れ
ま
し
た
．　
　
　
　
　
　
物
を
し
た
り
、
く
じ
引
き
を
し
た
り

や
お
で
ん
、
金
魚
す
く

い
な
ど
保
育

　
　

げ
た
金
魚
を
う
れ
し
そ
う
に
お
母
さ

園
手
作
り
の
夜
店
が
並
ぶ
な
か
、
園

　

　

ん
に
見
せ
、
夕
暮
れ
前

の
ひ
と
と
き

児
た
ち
が
か
わ

い
ら
し
い
浴
衣
姿
で
　

　

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

訪
間
看
護

指
導
車
を
購
入

市
浦
診
療
所
に
配
備

7 二■ι 夕ろ

ど
う
ゼ
よ
う
し
く

小
学
生
が
庁
舎
見
学
に
訪
れ
る

七
月
五
日
に
相
内
小
学
校
の
四
年

生
十
人
が
市
浦
消
防
署
の
見
学
に
訪

れ
ま
し
た
。
署
内
で
は
、
ま
ず
最
初

に

一
一
九
番

の
説
明
か
ら
始
め
、
通

報
が
入

つ
た
時
の
電
話
の
受
け
答
え

に
つ
い
て
、
ど
こ
で
（場
所
）、
だ
れ

が
（家
族
か
友
人
な
ど
一
、
ど
う
し
た

か

⌒ケ
ガ
の
程
度
、
体
の
痛

い
部
分

な
ど
）
を
順
に
説
明
し
、
生
徒
の
皆

さ
ん
は
真
剣
な
表
情
で
聞

い
て
い
ま

し
た
．
次
に
仮
眠
室
の
説
明
に
は
い

話
番
の
合
間
に
仮
眠
を
と
る
部
屋
で

緊
急
出
動
に
備
え
て
作
業
服
を
着
た

説
明
　
服
を
着
た
ま
ま
仮
眠
を
す
る

事
に
生
徒
た
ち
は
び

っ
＜
―り
し
て

一

学
し
署
長
室
に
て
署
長
の
講
話
を
聞

ル
入
に
つ
　
て
強

た
、
折
一年
う
出
動

一■
一
〓

，
二
し
■
徒
力
皆
‘

一
■
説
明

　́
〓
´
、
・■
五
一一一車
）
■
つ
　
一
、は
■
〓
従

人
事

と
救
急

・
救
助

は

一
一
九
番



=・ ιチ4 SI

今
年
も
八
月
の
お
盆
期
間
中
、
村
内
で
は
夏

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
「ね
ぶ
た
運
行
」や
「流
し
踊

り
」
な
ど
で
賑
わ
い
を
見
せ
、
残
り
少
な
い
夏

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

各
地
区
て
行
わ
れ
た
夏
ま
つ
り
の
様
子
を
写

真
て
紹
介
し
ま
す
。

(十三地区「御興運行と流し踊り」)



(相内地区「ねぶた運行」)
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施設の名前が決まりました。その名は…

かい ゆうかん

Fじ～うらんど海道館」
…

|■   2000年 11月 1日オープンです′′

ネーミングは吉田幸子さんllH内 )の応募作品に決定

健康ltti笙 施設マ、一 ミンク・撃集には、りit内 クト71ノ 、

か :,16ド点のLじ 栞があ |)ま した 暮奔ゲ)イ 吉果、 l`i

111日 1句 4')IIF I‖ 1=「

`/tが
Lじ 殊した |し  う:′ /tヒ

liji笙 1li」 1=|サ ttと しま lン た

こし',名 前には、|lfil打 11を l」 一―、′′11に 山:「 ヒSH

に分111 1SH I」 は「S Erヽ |シ ー で|ほ を意味
しまう[|モ I」 は読な方で |ユ ー li場 」、ヒ1場 (海

オ|イ )ガ tl をかけたもノ)IRA」 は「ランド|の り真

え′i:ヒ な|)、 こげ)1つ o「)は ‖オtが 1△ よ′)'り れています
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誰でもが楽しみながら利用できる

『元気海プール』登場

心地よいilli毎 イ(2)中 (′ ,い ジ',/tな しか|十 を|ニ ム′二

ヒによ|)、 知|,す し ,す 1二 効Чt的 な連動か
~[き

て

しまうイ(慰 :義 なワーんで す

これな′, 投しr)健常 イか t,、 il(|十 なt,ノ 、ても、

|11ノ 」に|.||:iυ )な いノ、も連lllJが 17)ま 1サ 好 きてな'ヽ ア、

までも'中 :|´ (健 康 j́(1)が ‐
[き ま |

温かな海水の中のふわふわとした感覚が気持ちいい。楽しみながら効果は抜群 |

『元気海プール』はこんな人たちに最適です。

田 嘉
1担層ξ濶

1豫

-459
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村
で
は
、
二
十

一
世
紀
の
市
浦
村
を
築
き
支
え
る
国
際
性
豊
か
な

人
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
少
年
少
女
夏
休
み
カ
ナ
ダ
海
外
生
活

（企
画

。
東
奥
日
報
社
）
に
参
加
す
る
村
内
小

。
中
学
生
に
対
し
助
成

金
を
交
付
し
、
海
外
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

十
三
小
学
校
六
年
生
の
本
荘
志
織
さ
ん
が
参
加
し
、
七
月
二
十
五

日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
十

二
日
間
、
カ
ナ
ダ
海
外
生
活
の
研
修
レ
ポ

ー
ト
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。

私
の
思
い
出

・ｎ

Ｃ

ａ
ｎ
ａ
ｄ

ａ

十
三
小
　
エハ
年

本
　
荘
　
士
心
　
織

記
念
撮
影
す
る
本
荘
さ
ん

（右
か
ら
二
人
目
）
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平
成
十
三
年
度
政
府
予
算
確
保
運
動

県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

～
十
四
省
庁
二
十
六
項
目
を
要
望
～

青
森
県
町
村
会
は
、
七
月
二
十
七

日

（木
）
平
成
十
三
年
度
政
府
予
算

確
保
に
係
る
各
省
庁

へ
の
要
望
並
び

に
県
選
出
国
会
議
員
と

の
懇
談
会
を

行

っ
た
。
懇
談
会

に
は
高
松
村
長

（県
町
村
会
理
事
）も
出
席
し
ま
し
た
ゥ

懇
談
会
は
、
午
前
八
時
か
ら
東
京

都

「赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
で
、

津
島
厚
生
大
臣
、
大
島
文
部
大
臣

・

科
学
技
術
庁
長
官
、
木
村
代
議
士
、

三
村
代
議
士
、
山
崎
参
議
院
議
員
、

石
渡
県
東
京
事
務
所
所
長
等
が
出
席

は
じ
め
に
菊
池
会
長

（川
内
町
長
一

が
、
十
四
省
庁
二
十
六
項
目
に
わ
た

る
要
望
の
実
現
に
向
け
て
支
援
を
求

め
る
旨
あ

い
さ

つ
し
た
。
続

い
て
、

杉
澤
副
会
長

（
三
戸
町
長
）
、
成
田

副
会
長

（尾
上
町
長
）
、
加
藤
副
会

長

（小
泊
村
長
）
が
、
運
輸
省
、
自

治
省
、
農
林
水
産
省
、
厚
生
省
、
建

設
省
関
係
の
重
点
要
望
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

重
点
要
望
は
東
北
新
幹
線
、
規
制

緩
和
後
の
地
方
バ
ス
路
線
の
維
持
、

普
通
交
付
税
の
町
村

へ
の
傾
斜
配
分

の
強
化
、
自
治
体
病
院

の
医
師
標
欠

問
題
な
ど
、
特
に
町
村
に
関
り
の
深

い
事
項
と
な

っ
て
い
る
（

出
席
し
た
津
島
、
大
島
両
大
臣
は

「
五
十
年

ぶ
り

に
二
人
の
入
閣
と
な

っ
た
が
、
県
、
市
町
村
と
の
パ
イ
プ

が
薄
れ
な

い
よ
う
耳
を
傾
け
て
い
き

た
い
」
、
「大
臣
と
し
て
県
民
に
恩
返

し
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

木
村
代
議
士
か
ら
は
青
森
空
港
の

夜
間
駐
機
、
む

つ
湾
の
汚
染
、
三
村

議
員
か
ら
は
医
師
確
保
、
山
崎
参
議

院
議
員
か
ら
は
市
町
村
合
併
な
ど
に

つ
い
て
発
言
が
あ

っ
た
。

懇
談
会
終
了
後
、
菊
池
会
長
ほ
か

役
員
、
政
調
各
委
員
長
十
六
人
が
四

班
に
別
れ
、
各
省
庁

へ
要
望
運
動
を

P:D

く

Ｊ

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ

請
求
は
慎
重
に

国
民
年
金

の
老
齢
基
礎
年
金
は
　

　

後
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
な
ど

六
十
五
歳
か
ら
の
支
給
が
原
則
で
　

　

に
加
入
す
る
と
そ
の
間
は
支
給

す
が
、
希
望
す
れ
ば
六
十
歳
か
ら
　

　

が
停
止
さ
れ
ま
す
。

六
十
四
歳

の
人
で
も
、
繰
り
上
げ

　

（り
　
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
し
ま
う
と
、
そ
の
後
事
故
や
病

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
て
年
金
を

　

　

″ス
で
障
害
を
も

っ
た
場
合
で
も

受
け
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け

　

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

る
場
合
に
比
べ
て
、
次
の
よ
う
な

　

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

不
利
な
点
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
０
　
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た

０
・　
繰
り
上
げ
支
給
の
中
請
を
し
　

　

後
、
夫
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
基

た
と
き
の
年
齢
に
よ

っ
て
、
受

　

　

礎
年
金

の
権
利
が
発
生
し
て
も

け
る
年
命
が

一
定
の
割
合
で
減

　

　

工（
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
間
は
、

額
さ
れ
、
そ
の
率
は
六
十
五
歳

　

　

繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年

を
過
ぎ
て
も
変
わ
ら
な

い
の
で
、　
　
金
と
ど
ち
ら
か

一
方
の
年
金
し

生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
　

　

か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請

　

　

繰
り
上
げ
請
求
し
た
こ
と
を
後

求
書
は
、　
一
旦
受
理
さ
れ
る
と

　

悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
事

あ
と
か
ら
取
消
や
変
更
は
で
き

　

前
に
よ
く
考
え
て
か
ら
請
求
を
し

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
下
さ
い
。

繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て

い
る
と
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
は
、

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
支
給
が

停
止
さ
れ
ま
す
。

繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た

▼
国
民
年
金
に
つ
い
て
の

お
問

い
合
わ
せ
は
、

役
場

住
民
福
祉
課

年
金
係

ま
で
　
　
ａ
六
二
―
二

一
一
一

（内
線
七

一
）



情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数 平成1291現在

参る高と讐見墓ァ桑
あなたの友だちに市浦を

紹介 してください。
1

市浦をまだ見ぬ人のために、すばら
しい「田舎」を持ちたい人のために皆
さんの友人 ,知人にこの企画を教えて
ください。もちろん、あなた自身でも

◆期  日  平成12年 10月 8日 (日)か

◆会  場  青森県北津軽郡市浦村
◆対  象  羽田空港集合のため関
東地区にお住まいの方

◆内  容
◎体験・シジミ漁 農作業体験、き

のこ採 り、磯釣 り、陶芸教室、ヒ

バを使つた木工品の製作など

◎交流…津軽弁講座、地元イベント

参加、レセプションパーティー

民泊 (1日 )な ど

◎観光 太宰治の生家「斜陽館」、今

年オープンした「三味線会館」風

の岬「竜飛崎」と「青函トンネル

記念館J、 青森の味覚と出会える
「駅前市場」と「青森県物産館」

◆募集人員  30名 (応 募多数の場合
は抽選とさせていただきます)

◆参 カロ料  40,000円 (往復航空運
賃 入館料等)

◆申込み。問い合わせ

市浦村役場経済観光課「ふるさと探
見」係へ電話でお申し込みください。

80173-62-2111(内 線2930)

肩森県扁護協言から8
看護力再開発講習会参加者募集

◆日  時  H月 6日鯛卜10日 翻

◆場  所
講義 県民福祉プラザ 3階 (青森市)

実習 国立弘前病院 老人保健施設

◆対  象  保健婦(士 )r助 産婦
看護婦(士 )・ 准看護婦(士)の 免許所
有者で現在就業していない方。

◆内  容  最近の医療と看護につ
いての講義と実習。

◆参カロ料  無料
◆申込方法  はがきかファックスで、

郵便番号 住所・氏名・年齢・性

別 免許資格 電話番号 白衣サイ

ズを記入の上お申込み下さい。

レ申込締切日  10月 20日 ゆまで

〒030-0822 青森市中央 3-20-30

県民福祉プラザ 3F
青森県ナースセンター

手長露ぎ
―
籍電品藉RI

●突然、交通事故に遭うと慌ててしま

●損害賠償の請求などについて、どう

したらよいか戸惑うのは当然です。

●こんな時は、 1日 でも早く県の交通

事故相談所にご相談 ください。

●相談所では専門の相談員や弁護士が

無料で相談にあたっています。

●電話や手紙での相談も受け付けてい

※相談は無料です。

I青森県交通事故相談所】
◆本  所  県庁舎北棟1階

青森市長島 1-1-1
●017734-9235(直 通 )

●017722-1111(内 線3670～ 1)

◆弘前支所  県合同庁舎別館 3階

弘前市蔵主町 4

8017236-8721(直 通 )

●0172-32-1131(内 線213)

◆八戸支所  県合同庁舎 2階

八戸市尻内町鴨田 7

80178-277006(直 通)

●0178-27-5111(内 線313)

>相談時間

月ヽ金曜日 午前 9時ヽ午後 4時

(土曜・日曜 休日は除 く)

前月人口

磯   松

1億0千 ?百 ?十?万 ?千 ?百 ?十駄
「 ?」 を埋めるのは、この日に暮らす私たち一人一人です。～10月 1日 国勢調査

1:ilt[:窯 I:「鷺『li書 :LE富 li::::[i:]｀

あなた鶴…下れ、
.個闘目闘

県内の交通事故概況



暑
い
夏
も
過
ぎ
、
食
べ
物
も
お
い

し
く
よ
り
体
を
動
か
し
や
す
い
季
節

そ
こ
で
今
回
は
、
「健
康
づ
く
り
』

に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

普
段
、
何
気
な
く
聞
く

「健
康
づ

く
り
」
―

皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で

「健
康
づ
く
り
」
は
、
自
分
自
身

村
の
様
晉
か
ら
書
え
る

瞳

置

層

躍

理

③
加
え
て
、　
一
つ
の
目
安
と
し
て
、

退
職
者
医
療
費
を
見
て
み
る
と
、

県
と
の
比
較
差
は
明
確
で
す

（表

Ｄ
）。　
退
職
者
医
療
費
の
増
加
…

つ
ま
り
、
退
職
す
る
ま
で
の
健
康

管
理
が
不
十
分
な
過
程
が
、
こ
の

結
果
を
出
し
て
い
る
の
で
す
。

個
人

一
人
ひ
と
り
の
健
康
管
理
も

大
切
で
す
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
村

民
の
一
人
と
し
て
、
お
互
い
に
健
や

か
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

こ
と
が
見
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。
自
分
の
た
め
に
だ
け

で
は
な
く
、
同
時
に
周
り
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
も
含
め
、
何
が
必
要

か
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

■
一凛

づ

く

り

で
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
と
、
そ
れ

だ
け
で
な
く

一
つ
の
集
団
と
し
て
取

り
組
む
必
要
の
あ
る
も
の
の
二
つ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、　
一
つ
の
集
団
＝
村
と

し
て
大
切
な
健
康
づ
く
り

・
予
防
活

動
に
つ
い
て
村
の
現
状
を
紹
介
し
て

選

麗

壺

覆

額

電

議

陽

島

臨

騰

ぽ

①
村
内
の
ガ
ン
（悪
性
新
生
物
。
以

降
ガ
ン
）
死
亡
は
、
男
女
と
も
に

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
男
性
は
女
性
に
比
べ
若
い

年
齢
層
で
の
発
病
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
（表
Ａ

・
Ｂ
）

題

嘉

麗

麓

理

覇

島

馨

隆

饉

醸

Ｆ

②
ガ
ン
死
亡
の
人
の
健
診
受
診
状
況

を
見
て
み
る
と
、
未
受
診
の
死
亡

者
が
全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
る

な
ど
、
健
診
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
が
多
い
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま

す

（表
Ｃ
）
。
男
女
別
に
見
て
も

そ
の
差
は
歴
然
で
し
た
。

国̈
¨̈
¨̈
¨̈
。

三石山九  護磁 蔑聴
浦 岡 田 山

金 み 武 ソ

本 岡 村 山
▼

夏ち魅ス 侑ゆお

海み麗よ唯:海み誕

霜 箱 脇 脇
生

内 内 元 元

浩 幸 清 淳

美 彦 道 一

▼
ご

結

婚

馬
　
龍
　
一　
⌒木
　
造
）

田
　

　

恵

（脇
　
一匹

野
　
順
　
一
一
（官
　
城
）

田

直

美

（十

三
）

▼
お
く
や
み

メ

（大
田
）
９‐
歳

敏

（脇
元
）
６６
歳

ゑ

（脇
元
）
器
歳

松

（相
内
）
７７
歳

◎

Ｏ

⑤

③

一
度
の
国
勢
調
査
が
全
国

一
斉
に
行
わ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
會
一不
）


